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ウェーブE防災

施工マニュアル
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圃製品仕様

五の進化が住まいの表情を変える
日本の気候風土にマッチする

伝統的な五の特性が受け継がれ、

安全性・耐震性など、

都市住宅に求められる高性能を備えています。

シンプルでモダンな、

洗練されたデザイン性を演出します。

ウェーブE防災

自

※す法許容差(:t4mm)
全長 (mm) ....・H ・...・H ・H ・..，.・H ・.350

全幅 (mm) ...・H ・-…H ・H ・....・H ・..345

働き長さ (mm) …...・H ・....・H ・-…・270"'280

働き幅 (mm) ...・H ・-…H ・H ・...・H ・...306

重 量 (kg) ...・H ・H ・H ・...・H ・..…・・約3.7

ぱ当りの必要枚数(枚/rrO…・・・約11.7
rrl当りの重量 (kg/rrl)…...・H ・-・約43.2

重量 1枚約3.7kg

葺上重量 (3.3rri…1坪)142.5kg 
306 
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-物理特性
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-標準屋根勾配

4/10 (4す勾配)以上

(注)4す勾配に満たない仕様の場合には、

ご相談1fさい。

-力ラーバリエーション

・ストレートブラック・マットブラウン・銀黒・グリーン

-標準屋根勾配とその流れ長さ

[注]乙れは三州産JIS瓦を安心してお使い頂くための標準値です。

-地区により、多少施工方法が異なる場合があります。
この施工マニュアルに掲載してある図は参考図としてください。
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1安全上のご注意
*瓦屋根工事の前に、この「安全上のご注意jをよくお読みの上、
正しく工事してください。

-表示内容を無視して誤った工事をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示

で区分し、説明しています。

血警告 [ 
*この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が

想定される」内容です。

l a注意 | *この表示の欄は「傷害を負う可能性または物的損害の

みが発生する可能性が想定される」内容です。

-工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを

確かめてください。

[ 血警告 | 
-屋根工事に際しては、屋根からの転落

の危険があります。施工マニュアル通

りに正しい作業を行ってください。

・屋根工事に際しては、必ず転落防止の

ための防護ネットや足場を設置してく

ださい。(参照4頁)

・屋根面から器物が落下しないようにし

てください。瓦の積み上げ、破材処理

については、施工マニュアル通り正し

い作業を行ってください。(参照7、8頁)

*安全対策を怠ると、落下してケガをす

るおそれがあります。

*設置を怠ると、落下してケガをするお

それがあります。

*器物が落下すると、ケガ及び器物破損

のおそれがあります。

I&注意 1 

② 

-瓦は施工マニュアル通り必ず緊結して

ください。(参照9--22頁)

・瓦の取扱い時は必ず手袋を着用してく

ださい。(共通)

.結束された瓦の取扱い時には結束パン

ドの強度を確認してください。(参照明

*緊結不良により、瓦のズレ、落下のお

それがあります。

*瓦のパリなどによりケガをするおそれ

があります。

*結束バンドの接着不皇、劣化等により、

結束バンドが切れることがあります。



2安全作業のために

回作業開始前の点検・確認

①屋根工事作業者は、正しい服装で安全作業をしてください。

②保護帽はきちんとかぶり、あごひもは確実にしめ、安全帯(命綱)、作業靴(すべりに

くいもの)を必ず着装してください。

③健康状態に注意して作業をしてください。

④グラインダー・サンダーでの切断時には防塵メガネ・防塵マスクを着装してください。

図作業における点検・確認

①屋根勾配・流れ長さ・地域等に適した設計基準になっているか確認してください。

②屋根下地の施工が完全に行われているか確認してください。

③整理・整頓に心掛けてください。

④転落防止の足場を確保してください。

⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。

[ID施工後についても養生・保守管理を徹底してください。

固その他

①この施工マニュアルは、施行要領書を兼ね瓦屋根工事技士、瓦葺一級技能士、

二紐技能士、又これらと同等の施工能力を持った専門業者を対象としています。

| 作業上の安全のために

①施工中、瓦の破材の落下にご注意ください。

②瓦表面は滑りやすいので、墜落にご注意ください。

③瓦には、パリ等が付いていることがありますのでご注意ください。

④瓦の破材等は現場に残さず、お片付けください。

③ 



3-
国安全管理(高所作業の安全)

①墜落防止のため高所作業には足場、脚立等の

設備を使って適当な広きの手すりを設けた作

業床を設けて下きい。

②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。

園麗根寸法の決め方

①瓦寸法の計り方

量根寸法を求めるには、瓦寸法を調べる必要が

あります。 fクエ}ブE防災 jの、利足標準寸法

は280mm、利幅原準す法は305mm、焼き繍み
等で多少の差が生じる場合がありますので、瓦

の実寸法を計って下さい。

<fウェーブE防災 jの標準寸法〉

※寸法許容差(:t4rmn)

・利足(偏きの長さ)・・・270皿.......280凹

・利幅(働きの幅)"'306mm

口
町
町

， 306 I 
R1 

… 一、" ， 

②桁行方向の瓦割付け寸法(兼用被風施工時)

S回_3槌 3槌 S部_3価 3槌_3曲 S田 3槌_3由-

1 r 1 T T T I T T I 1 

も桁行のお J 
.306mmの傍教で割付して下さい。{破風板内々 寸法)

※アンダーラップ(却mm)はカットして下さい。(左破風郎桟瓦)

@流れ方向の瓦割付け寸法

-働き長さ 270凹の場合
270X倍数+25

・働き長さ 275皿の場合
275X倍数+20

・流れ方向の瓦捌り寸法は却伽nmX倍数+15mm

で屋根寸法を決めて下さい。

・軒先瓦の出は瓦座から印mmを基識とし、第一

桟瓦から順次却伽nmで瓦桟を取付けて下さい。

④ 



直下葺き・瓦桟

{下葺き]

【瓦桟】

-材料・・・・・・・・ゴムアス系jレーフイングをご使用下さい。

・工法ー・・・・・・-下葺き材メーカーの施工要領書に従って下さい。

-重ねしろは縦方向75-100mm、横方向

は2∞mm以上を基準として下さい。

・棟部は棟線より両側に300mm以上が二

重になるように張り、横方向はできるだけ

一枚張りにして下さい0

・壁際は二重に彊り300mm以上立ち上げ

て下さい。

・納部は破風板の上国まで、軒先部は瓦

座の上面まで張って下さい。

-谷部・隅棟部は十分二重になるよう張っ

て下さい。

-材料・・・・・・高15mmx幅30mm以上の防腐処理済みの木材を使用し、

地域、勾配によりその断面を割増しして下さい。

455 455 

ピ ピ ゾ

r-71 

※木摺は、455mm間隔以内で取り付けて下さい。

⑤ 



四捨て奇
-流れ方向の壁面との捨て谷は、捨て谷板金を雨押え板金の下捕まで立ち上げ、

検問隔を6∞mm内外で釘留めして下さい。

・墜との取合い部の下王手き材は3∞mm以上立ち上げて下さい。

桟瓦

シーラー25X25 E桟15X30以上

木掴
ゴムアス系ルーフィング
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-壁際に酉戸のし又は厚のしを使用する場合もあります。

雨押え笠木受

@455 

瓦桟

木摺

15X30以上

-捨て谷板金は、軒先部の瓦座をカットして軒先まで通して下さい。

⑥ 



国谷部

【谷部]
①谷部の下葺き

・谷部の下葺きは約6∞mmにわたって二重茸きとし、幸子部の両側に-3∞mmずつ

振り分けるようにして下さい。

・谷部は比較的漏水を起こしゃすい部分です。緩勾配の屋根や大面積の場合な

どには必要に応じて二重葺きの重ね幅を広げるか、幅1，∞Omm前後のシートを

谷部に沿って増張りをして下さい。増張り材は、一般都に使用される材料と同

質、又はそれ以上の品質の物を使用して下さい。

③谷樋

・谷部は勾配が毘り、雨滑りの多い箇所ですから、O.3mm以上のステンレスの幅

の広い谷樋を使い、通りよく仕上げて下さい。

-谷縁の切落とし、その他の切り口は通りよく仕上げて下さい。

団現場での瓦の取扱方法

①現場へ瓦を置く時は、置場が水平かどうか確認して下さい。

@瓦パレット積み商品の重ね置きは禁止とします。(図1)

@瓦パラ置きの場合は2段までとし、荷崩れしないようにして下さし、

④瓦は建屋にもたせかけない

で下さい。

@瓦を運ぶ時は、結束パン陀 i 図1 """ ，~ ¥、-"" I I図2
持たないで瓦自体を持って

下さい。(図2)

(結束バンドの接着不良、劣化

等により、結束バンドが切れ

ることがあります。)

⑦ 



⑧ 

回瓦揚げ

①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で

行ってください。手渡し等は絶対にしな

いで下さい。

②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が

行ってください。屋根の上には水平にな

るような台を設置してから作業して下さい。

@瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないよ

うな積み方をして下さい。

④瓦揚げ機使用の際には、瓦揚げ機の仕

様舎に従って下さい。

⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方

をして下さい。

⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、

落下物に対する身の処置を考えておい

て下さい。又、屋根上で作業する者は、

台車を止める位置と合図を明確に指示し、

上下の速絡を密にして下さい。

⑦瓦揚げ機の台寧には絶対に乗らないで

下さい。

置梱包の解き方

①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないで下さい。

母屋根上で結束バンドを解く時は、カッターで結束パントつを切断し、包装紙、結束バンドが飛散しないようにして下さい。

園標準部材一覧

①釘

・ステンレスリング釘(長さ65mm以上・径2.3mm以上)を使って下さい。

@棟金具(ステンレス)

@パッキン付ステンレスピス

-棟瓦・袖瓦留付けにご使用下さu、。
④緊結線

・ホルマル銅線、被覆銅線及びそれと同等以上の1.Ommを使って下さい。

四その他
-木工事、板金工事、しっくい等の左官工事については、瓦屋根工事には含まれませんので、この施工マニュアルでは

触れていません。

・特殊工事、及ひ澗部については、建設業者の指示に能って下さい。



4標準的な施工方法

回種類と使用箇所

(ウェーブE防災標準納め)

緋付
三角冠棟止 鶴

寸長兼用破風

m三ツ

三角冠カッポン

鋭機止

⑨ 



⑩ 

[2J瓦の取付け(標準工法)

留付の方法は一例ですので、風の強い場所・建物の規模種類等に応じて、適切な方法を採用して下さい。

【瓦の取付け】
桟瓦は、棟部・袖部・軒部から2枚目通りまではすべて

ステンレスリング釘(L=65以上)2本打ちして下さい。

屋根面の流れ長さが9m以上の場合は、国土交通省告示第14日号に基づき周辺部長さを求めてください。

その他は瓦一枚に付l本打ちして下さ1.-'。

上記標準工法に加え各地域の基準風速によって耐風施工になります。 (36ページ参照)

袖
部

j[ 

2並通立
棟部

2並通ロ

図]L1枚に付2本

口瓦1枚に付1本

袖
部



【雪止瓦・璽止金具】

-桁上に横一列で施工するのが標準となります。

-多雪地域では、l列だけでなく2列・3列雪止瓦を入れる場合がありますのでお間合わせ下さい。

【取付方法1
・雪止瓦は防災仕様ではありませんので雪止瓦1枚に付き釘を2本打ちして下さい。

(取付例・軒の出600mmの場合)

雪止瓦

※軒の出によっては、雪止瓦・雪止金具の位置が変わります。

⑪
 



⑫ 

[3J軒瓦
木摺 3X25@455 

瓦桟 15X30以上

セブン釘50

ステンレスリング釘(L=65以上)

f 

※軒先桟瓦は釘打ち(2ヶ所)と、セブン釘で必ず国定してください。

-軒先桟瓦の出は、瓦座から60rnrnを

標準とします。

d謬9

15X30以上

ステンレスリング釘(L=65以上)

木摺 3X25@455 

ゴムアス系ルーフィング

'が

官接

ステンレスリング釘
(L=65以上)

木摺 3X25@455 
・瓦座の高さは、40rnrn

(瓦桟の高さ+25rnrn)

として下さい。

ゴムアス系ルーフィング

-地域等により、瓦座の寸法・形状が異

なることがあります。



圃兼用破風瓦(標準)

パッキン付ステンレスヒ‘ス(L=65)

パッキン付ステンレスビス(L=65)

兼用破風角瓦

-破風瓦、破風角瓦の緊結はパッキン付ステンレスピスで3ヶ所を留め付けて下さい0

・桟瓦、半瓦と破風瓦、破風角瓦の間にシーラー15X15を貼り付けて下さい。

-破風捨水切は標準施主として取付けて下さい。

シーラー15X15

桟瓦

一寸一一 一 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 ー ー

瓦犠15X30以上

ゴム7ス系ルーフィング
登りヨド45X45

⑬ 



⑭ 

回 目 ( 標準)
パッキン付ステンレスビス(L=75

(陸棟の納め)

(隅棟の納め)

瓦 t

-棟金具を?∞111m内外の間隔で野地に固定し、垂木を留め付けて棟瓦をパッキン
付ステンレスピスで固定してください。

・シーラーを桟瓦に貼り付け止水して下さい。
-半!lJ瓦は釘を2本打ちし、モルタルとコーキングて・しっかり固定して下さい0

・棟際に、面戸のし、又は厚のしを使用する場合もあります。

パッキン付ステンレスピス(L置 75)

シーラー25X25又はモルタル

切り落す

シーラ-25X25又はモルタル

E量生虫l

・瓦桟に釘打ちできない本体小片は、釘又は銅線にて緊結し、モルタルとコーキン

グでしっかり固定して下さい。
調間三角冠はパッキン付ステンレスピス(L=75)にて1ケ所を留め付けて下さい。
指師三角冠カッポン・三角冠棟止はパッキン付ステンレスピス(L=75)にて2ヶ所留め

付けて下さい。
緋骨三角冠三ツ又はパッキン付ステンレスピス(=75)にて3ケ所留め付けて下さい。



囚平行壁
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笠木 15x90

ゴムアス系ルーフィング

-水上部分の壁際に取付ける笠木は、笠木受けに釘留めし、雨押え板金で包む0

.雨押え板金は壁にそって120以上立ち上げ、先端をあざ折りにし壁下地に、他端は

笠木に準じて折、雨押え板金の側面にそれぞれ品0内外の間隔で釘留めして下さい。

.壁際に面戸のし又は厚のしを使用する場合もあります。
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⑮ 

日流れ壁

-流れ方向の壁画との捨て谷は、捨て谷板金を雨押え板金の

下端まで立ち上げ、横間楠を6∞内外で釘留めして下さい。

.壁との取合u、部の下葺き材は300以上立ち上げて下さい。

主主主主盟

亙

ゴムアス系ルーフィング

外壁

垂木

-壁際に面戸のし又は厚のしを使用する場合もあります。

士延
-t 

iii 
1* 
lι 



回片流れ部

瓦桟

錦

ゴムアス系
ルーフィング

-ゴムアス系ルーフイングは、片流れ頂部を巻き込むように施工して下さい。

錨4片流れ三角冠及び片流れ三角冠棟止は、パッキン付ステンレスピスL=75にて2ヶ所固定して下さい。

親{三角冠で施工をする場合は捨水切を取付ける等の防水処理をして下さい。

⑫ 
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回すがり部

-兼用磁風瓦の上端と桟瓦を十分シーリング処理をして下さい0

.捨て水切板金を取付けて下さい0

・兼用破風瓦の上端に桟瓦の重なりがくる場合は、その桟瓦の重なり部分にも十分

シ}リング処理をして下さい。

回落ち棟

-棟瓦と兼用破風瓦の接する部分は十分シーリング処理をして下さい。



日種類別寸法

桟瓦(ウェーブE防災) 半瓦右 半瓦左

l. 3国 一一J
fマーゥーー一 、

L寸一一一/一一一九一一一一」

兼用破風 兼用破風角 寸長兼用破風

ノーーァ ノ一一ァ 〆10ア

紐付三角冠 紐付三角冠止 紐付三角冠カッポン

図は紐無

紐付三角冠三ツ又 紐付三角冠菱巴 紐付片流れ三角冠

• 111 1 0 
I r-

IC¥J 

235 
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紐付片流れ三角冠止 雪止 厚のし

O
F
N
 

¥
i
l
l
l刈 ロロ

~m:+ß.ド耳極c

雪止金具 セブン釘 ノミッキン付ステンレスピス

L=55mm、65mm、75mm

L=50 

シーフー 棟金具 (40・60・80) 補修ペイント

15X15X2m 

25X25X2m 

白
援瓦切断面曹に必要な場合、使用して下さい。
減充分に撹持し、色閉が均一になったことを確腿
してからご使用下さい。

様経年変化により徳色、変色します。

⑫ 



固破損時の瓦の差し替え

L破損瓦の除去
破損した瓦をJ¥:'--ソーにて破壊し

取り除きます。

4.瓦の差し込み
差し替える瓦の上と左横の瓦を持ち

上げながら、瓦を下から差し込みます。

その時左横の瓦は3cm程度持ち上げて

ください。

2.釘の除去
桟瓦固定釘が残っているので

取り除きます。

5.瓦の酎風処理

3.差し込む瓦の加工
①防災機能用アームを折ります。

②エリ慨(左側)尻剣を祈ります。

差し込んだ瓦の上の瓦頭部O部分の

裏に瓦接着剤でコーキング処理します。

6.完了
斜線部が差し替えた瓦になり、

Oの場所は接着処理を行った所を示しますo

⑫ 



⑫ 

5施工後の保守・管理
4砂茸き揚げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足いただくため、屋根施工後、施工業者の方に

次の点を十分ご注意いただくよう、指示徹底をして下さい。

①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれ

いに掃除して下さい。

②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を

敷くようにして下さい。

*屋根罰を足場にして作業する場合は、必ず

養生板を敷きこんで下さい。

@作業中、足場から屋根薗へ跳ぴおりたり、

物を落としたりするとヒピ曾jれ、破損を生

じ、雨漏りなどクレームの原因となります

ので注意、指摘して下さい。

@壁画、その他モルタル皇室り、リシン吹付け

などの吹付け作業に際しでは、屋根面のシ

ート養生を徹底するよう指示して下さい。

*瓦に付着したモルタル、塗料の汚れは、補

修できませんのでご注意下さい。

@アンテナ、 i尉 t器等の設置留め付け時は、

瓦の破損、ずれが生じやすくなりますので

ご注意下さい。

*重量物を設置する場合、荷重が一点にかか

らないようにして下さい。

⑥ハシゴをかける場合には、当て木を使って

下さい。



6改正建築基準法
-屋根葺き材の風圧力の計算〈国土交通省告示第1458号・第1454号〉

W:風圧力(N/ni)
W=qCf q:平均速度圧(NIぱ)

Cf:ピーク風力係数

q = O.6Er2Vo2 Er:平均風速の鉛直方向分布を表す偶数(建設省告示第1454号)
Vo:基準風速(30m!s-46m!s)(建設省告示第l必4号)

圃Er:平均風速の鉛置方向分布を表す保数

m
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E叶去)目

園地表面粗度区分

都市計画区成外にあって極めて平坦で障害物がないものとして特定
行政庁が規則で定める区域。

都市計画区域外にあって地表面粗度区分Iの区域以外の区域。
(建築物の高さが13m以下の場合を除く。)
又は都市計画区域内にあって地表面粗度区分Wの区域外の区域
のうち、海岸線又は湖岸線(対岸までの距離が1500m以上のものに
限る。以下同じ。)までの距離が5∞m以内の地域。
(但し、建築物の高きが13m以下である場合又は当該海岸競若しくは
湖岸線からの距離が200mを超え、かつ、建築物の高きが31m以下で
ある場合を除く。)

都市計画区域内にあって、都市化が極めて著しいものとLて特定行
政庁が規則で定める区域。

.Cf:ピーク風力保数

部位 屋根面角度 (1)")
10.以下 | 20. I 30.以上

勾配目安 与2寸以下 1 今4寸 今6寸
⑧平部 -2.5 

@軒部・袖部・棟部 -3.2 

@隅角部 -4.3 -3.2 

面棟車部 -3.2 I ----=9.4 |-3.2 
※この表に掲げる eo

の値以外の係数は、表に掲げる数債を
それぞれ直線的に補間した数値とする。

ー海岸娘及ぴ湖岸線から2∞m
以内の区域
高さ13mを超える建築物
-海岸線及び湖岸線から200m
を超え5∞m以内の地域
高さ31mを超える建築物

-高さ13m以下の建築物
-海岸線及び湖岸裁から200m
を超え500m以内の地域で高
さ31m以下の建築物

@ ~ 

直ヨ
a:平面の短辺長さとHの2倍の小さい方の数催。

⑫ 



.Vo:基準風速〈国土交通省告示第1454号〉

|建設省告示第1454号第2 基準風速分布図

国連世省告示第1454号第2・E準風速

仁コ | 11  

30 (m!s) 32 (m!s) 34(m/s) 36 (m/s) 38 (m/s) 40 (m/s) 42 (m!s) 44 (m!s) 46 (m!s) 

⑫ 



7ウェーブE防災標準施工基準
-樺準施工

桟瓦は、棟部・柚部・軒部から2枚目通りまではすべて

ステンレスリング釘(L=65以上)2本打ちし、それ以外の

瓦は1枚に付1本打ち。

屋根面の流れ長さが9m以上の場合は、国土交通雀告示第1458号に基づき

周辺部長さを求めてくださし1。
軒先1段目については、セブン釘(50mm)使用。

44 

46 

H:建築物の高さと軒の高さとの平鈎 (m)
Hが10mを超える建物については別途ご相談ください0

-部分についての施工は別途ご相談くださし¥0

平部

圃アーバン40防災標準施工基準

地表面粗度区分

建築物

準
速
一
O
川
町

基
風

V
加
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三州五ご利用に際してのお願い (粘土瓦の特性について)

耳は天然原料である自然の粘土を原料とした大型厚物焼成品です。粘土は採取場所により、その成分・性質は微妙に異なり、また同一

場所の採取でも全く均一ではありません。このように耳は原料自体力、均質化された工業原料ではなく、自然から生まれた生きた粘土を

使うため、それ自体が機械化に向くようにできていない、科学的な管理が難しい焼成品です。

日本の瓦は約1000年以上前から作られてきましたが、製造技術・焼成技術が飛躍的に進歩し、大量生産できるようになった現在でも

r:aは天然原料を使った自然素材であるjととをご理解いただき、その特性をあらかじめご承知置き下さい。

・粘土成分の違いや気圧など気象条件による焼成窯内雰囲気の変化により、微妙な色ムラが発生している場合があります。

.焼きもの特有の若干のネジレや寸法のバラツキがある場合があります。また耳は重ね合わせて施工していきますので、茸き上げ後に

瓦と瓦の聞にスキマが発生することがあります。

.施工後、日焼けによる色あせやホコリの付着芯どによる色合いの変化が発生する場合がありますが、屋根材としての品質・性能およ

び耐久性を損なうものではありません。

.陶器五(籾薬耳)は貫入(かんにゅう)と呼ばれる表面亀裂が発生する場合がありますが、とれは陶器製品特有の柏薬表面層に発生

する亀裂であり、本体生地までの亀裂ではなく品質の劣化を伴うものではありません。

・陶器耳(細薬耳)rこは紬薬面にピンホールと呼ばれる小さいへこみや粘土素地の露出が発生している場合があります。細薬の気泡や

粘土に含まれる有機物芯どが燃焼して発生するものですが、焼きものとして、また屋根材としての品質上の問題は一切ありません。

・いぷし耳は経年の変化による黒すみ芯どの色変化が発生する場合がありますが、とれは自然素材であるいぶし瓦特有の現象であり、

品質の劣化を伴うものではありません。

.しV5，し瓦は粘土!こ含まれる鉄分が耳表面にある場合、間水により点状の赤錆が発生する場合がありますが、とれは晶質的な劣化では

なく、表面層での一時的な現象であり、拡大したり、また内部に進行するものではありません。

・製品は改良のため予告芯く変更するととがあります。

.製品カタログ等の色調は、印刷のため実際の色とは多少異芯る場合があります。

安全に関するご注意

-粘土瓦の施工には専門の工事が必要です。専門工事業者にご相談ください。

工事に不備があると、落下，雨漏り等の原因!こなるととがあります。

.寒冷積雪地域あるいは強風地域では、特殊な工事を必要とする場合があります。

こうした地域で粘土瓦を使う場合には、専門工事業者にご相談ください。

園粘土瓦を使った屋根は、関連する工事標準仕様書に基づいて設計してください。

特殊芯設計を行う場合は、専門工事業者にご相談ください。

そゴ東洋瓦株式会社
本 社/'f444-1323愛知県高浜市田戸町二丁目2番地44

TEL: 0566-54-1 040 (代)FAX: 0566司54-1021

郡山営業所/〒963-8052福島県郡山市八山田三丁目 14番地

TEL: 024-983-7420 FAX: 024-983-7421 

ホ・ムページアドレス http://ww肌 toyo圃kawara.co.jp
12.05.10，000N 


